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盤研究(B) (一般) ,平成9年度～1 0年度,巨大負イオンの局所生成に伴うプラズマ構造形成,代表･畠
山力三(13,700千円)〕 ･分担者の金子は,前記(2)で述べたような新種のフラーレンを他の不純物から
純粋に取り出す方法として,従来の化学的方法に代わるプラズマ応用の電磁気的フラーレン分離法の開













ろ,幸運にも分担者の田路は空のナノチューブの多量精製法を確立しつつあった〔Nature避退, 679 (1996)〕 ･
さらにごく最近になって,分担者の川添は理論･シミュレーションにより,電子ドナーのアルかノ金属原
子列と電子アクセプターのハロゲン原子列の接合を包み込んだナノチューブは,超高速演掛こ道を拓くナ
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型電子顕微鏡(HR-TEM) , Raman分光分析等を用いて評価･分析された. HR-TEMによる直接観察結果を図
2(a) , (b)に示す. swNTが湾曲して折れ曲がっている部分(a)や完全に切断されその端が開いている様子
(ち)が頻繁に観察された.また, Raman分光測定によると, SWNTの構造変形度は照射されるイオン種の質量
数,プラズマ密度,印加する基板バイアス電圧( め ) [絶対値]に正比例することが判明した.これらの結果より,
swNTの構造変形を誘発･促進させる要因として,イオン照射衝撃による運動量移転が考えられ,構造変形を




















































































































































アルカリーハロゲンプラズマの安定した生成･制御が可能になった場合､ K'1~, CsLI- (もしくはKLCl~,
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